
令和４年度新SBIR制度加速事業（フェーズ２）
フォローアップ調書の概要

施策名：交通運輸技術開発推進制度

施策実施機関：国土交通省

令和５年４月
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総合評価

評定
（自己評価）

A

＜目標＞
「指定補助金等の交付等に関する指針」に基づき、各評価項目の着実な実行を
目指す。

＜自己評価の理由・根拠＞
令和３年度に科技イノベ活性化法の施行、「指定補助金等の交付等に関する指
針」の閣議決定及びJST・NEDOによりフェーズ１での研究開発支援が行われた
後、令和４年度は国土交通省において初めてステージゲート審査及びフェーズ
２での研究開発支援を実施した。
フェーズ２での研究開発支援にあたっては、フェーズ１を担った機関の成果もあ
り、多くの研究者がフェーズ２にも応募し、目標に定める採択件数を採択するこ
とができた。（評価項目１）
採択した研究開発課題の多くが２か年計画での実施のため、現状でフェーズ２
としての研究開発成果は出ていないが、引き続き研究開発支援を実施し、成果
の結実を目指す。（評価項目２）
事業の運用にあたっては、ステージゲート審査における審査体制等に課題が感
じられることから、来年度の運用ではトピックに応じた専門委員を加えるなどよ
り適正な審査体制の構築を検討する。（評価項目３、４）

評定（自己評価）

評価
項目
１

評価
項目
２

評価
項目
３

評価
項目
４

A A B A
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評価項目１．計画に示した取組の着実な実施

評定
（自己評価）

A

＜目標＞
・令和３年度にフェーズ１として支援を受けた研究開発課題のうち、半数程度を
ステージゲート審査を踏まえて採択する。
・採択する課題の決定後は速やかに国土交通省との間で研究開発の委託契約
を行い、支援を開始する。

＜自己評価の理由・根拠＞
令和３年度には国土交通省がニーズ元省庁であったトピックに関して、フェーズ
１としてJSTでは４件、NEDOでは３件の研究開発課題を採択していたところ、
フェーズ２では４件の応募があり、結果３件を採択した。目標としていた半数程
度の採択をすることができた。
研究開発の委託契約については、採択決定後遅滞なく契約作業を行い支援を
開始した。研究計画を２年間として応募してきた２課題については令和５年度も
支援を継続して実施する。

3



評価項目２．取組の効果

評定
（自己評価）

A

＜目標＞
• フェーズ１による技術的な成果と応募者が想定している技術の社会実装方

針等から、事業化が見込める研究開発課題を採択する。

＜自己評価の理由・根拠＞
• ステージゲート審査の際の評価項目に社会実装性を設けることで、研究開

発に終始せずに、その成果が製品やサービスとして社会実装されることが
見込める研究課題の採択した。

• 今年度採択した３件のうち、１件については地方自治体で成果が活用されて
おり、今後も成果を活用したサービス創出が見込めるものとなった。
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評価項目２．取組の効果 採択事例
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採択者名 株式会社天地人 取締役/COO 百束泰俊

研究開発課題名 深層学習を用いた高時空間分解能の地表面温度プロダクトの改良と道路等の都市
インフラ分野への実装

テーマ名 静止衛星ひまわりのデータを用いた課題解決に貢献する新たな技術開発

事業期間 令和４年12月１日～令和５年３月31日

事業成果 ・フェーズ１で得られた静止気象衛星ひまわりを活用した高時空間分解能に地表
面温度データを取得するアルゴリズムについて、雲等によるデータの欠損を補完
や更なる高解像度化に向けた改良を行う。

社会実装事例 ・株式会社天地人が展開するサービス
「天地人コンパス」への実装

・本研究開発支援に並行して、地表面温度
から冬場の水道管について凍結による漏
水・断水を喚起する「豊田市水道管凍結
注意マップ」の作成※

※内閣府宇宙開発戦略推進事務局「課題解決に向けた先進的な衛星リモートセンシング
データ利用モデル実証プロジェクト」の一環として作成

https://www.city.toyota.aichi.jp/pressrelease/1052093/1052297.html



（参考）
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評価項目３．事業体系の構築

評定
（自己評価）

B

＜目標＞
• 外部有識者からなる審査委員会による、公平に審査が行える体制により審

査を行う。
• フェーズ１支援を実施する機関と連携を取り、シームレスな支援に向けた事

業運営を図る。

＜自己評価の理由・根拠＞
• 審査にあたっては、各交通モードに係る学識有識者や、ビジネス化の観点

から運輸分野の民間事業者に所属する専門家から構成された委員会を開
き、その中で応募課題の評価を行った。

• 一方で、今回募集したテーマが海洋船舶分野等に関するものであったのに
対して、必ずしもこれを専門としない各交通モードの有識者による委員会で
あったことから、審査に妥当性の観点から、審査委員会の構成について改
善点があると考えられる。

• フェーズ１支援を実施したJST及びNEDOと連携し、応募スケジュールや応
募要件等について調整することで、フェーズ２支援に応募を予定している研
究者が応募要件を満たさないということがないように配慮した。
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評価項目４．「指定補助金等の交付等に関する指針」の実施

評定
（自己評価）

A

＜目標＞
「指定補助金等の交付等に関する指針」に基づき、プログラムマネージャーの配置、申請手
続きの簡素化・標準化、執行の柔軟化・弾力化、外部評価の活用、普及活動等に取り組む。

＜自己評価の理由・根拠＞
• 「指定補助金等の交付等に関する指針」（以下「指針」という。）に基づき、技術開発支援

の規模等を指針に規定するフェーズ２の事業期間・事業規模・経費の範囲内に設定し、
フェーズ１としてNEDO、JSTにおいて採択された研究開発課題をステージゲート審査と
して選抜し、支援を実施した。※１

• 国土交通省において交通運輸の各モードに精通し、また民間において事業の立ち上げ
等に携わった経歴を有するプログラムマネージャーを２名任用し、伴走支援を図った。
※２

• 審査プロセスは応募要件を満たすかの確認等を除いてはヒアリング審査のみとし、短
期間で審査を実施することで、委託期間の確保に努めた。

• 審査にあたっては、各交通モードに係る学識有識者や、ビジネス化の観点から運輸分
野の民間事業者に所属する専門家から構成された委員会を開き、その中で応募課題
の評価を行った。（再掲）

• 「交通運輸技術フォーラム」を開催し、交通運輸技術開発推進制度の広報と共に、採択
した課題の成果の周知を図った。※３
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※１ 指針上の規定 交通運輸技術開発推進制度

事業期間 １～２年程度 ２年以内

事業規模 1,000万円～数億円程度 ２年間で総額4,000万円以内

経費 委託費、補助金 委託費



評価項目４．「指定補助金等の交付等に関する指針」の実施
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※２ 国土交通省PM（ビジネス化推進マネージャー）

※３ 講演プログラム（抜粋）
• 交通運輸技術開発推進制度について

 国土交通省総合政策局技術政策課技術開発推進室長
川村竜児

• 研究開発成果の社会実装、ビジネス化に向けた
ビジネス化推進マネージャによる伴走支援
 交通運輸技術開発推進制度 ビジネス化推進マネージャー

福重貴浩

• 深層学習を用いた高時空間分解能の地表面温度プロダクト
の改良と道路等の都市インフラ分野への実装
 株式会社天地人 取締役・COO

百束泰俊

飯塚 真也 PM

通信、金融、航空などの社会インフラ
企業にて、新規事業・サービス開発や、
CVCなどのスタートアップとのオープンイ
ノベーション推進を手掛ける。
現在、IT企業にてイノベーション創出
に関するコンサルティングに従事。

福重 貴浩 PM

重工、自動車メーカにて、データサイ
エンス、コンピュータサイエンスの基礎
研究からサービス開発まで手掛ける。
現在、IT企業にてDXソリューションの
サービス開発及び適用に従事。
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